
「鎌が地に投げ入れられる」        2019 年 09 月 12 日 

ヨハネの黙示録 14 章 14 節～20 節 また、わたしが見ていると、見よ、白い雲が現れ 

て、人の子のような方がその雲の上に座っており、頭には金の冠をかぶり、手には鋭い鎌

を持っておられた。すると、別の天使が神殿から出て来て、雲の上に座っておられる方に

向かって大声で叫んだ。「鎌を入れて、刈り取ってください。刈り入れの時が来ました。

地上の穀物は実っています。」そこで、雲の上に座っておられる方が、地に鎌を投げると、

地上では刈り入れが行われた。 

また、別の天使が天にある神殿から出て来たが、この天使も手に鋭い鎌を持っていた。

すると、祭壇のところから、火をつかさどる権威を持つ別の天使が出て来て、鋭い鎌を持

つ天使に大声でこう言った。「その鋭い鎌を入れて、地上のぶどうの房を取り入れよ。ぶ

どうの実は既に熟している。」そこで、その天使は、地に鎌を投げ入れて地上のぶどうを

取り入れ、これを神の怒りの大きな搾り桶に投げ入れた。搾り桶は、都の外で踏まれた。

すると、血が搾り桶から流れ出て、馬のくつわに届くほどになり、千六百スタディオンに

わたって広がった。 

 

ヨハネがまた見ていると、白い雲が現れ、頭に金の冠をかぶり、手には鋭い鎌を持って 

いる人の子のような方が、雲の上に座っていた。白い雲は神顕現の徴であり、「金の冠」

は高い地位の象徴で、雲の上に座っている人の子のような方は、ダニエル書 7 章 13 節に

記されたメシア（キリスト）である。キリストは手に鎌を持っている。この鎌は収穫のた

めのもので、裁きを象徴する道具である。 

 別の天使が神殿から出て来て、雲の上に座っているキリストに向かって、「鎌を入れて、

刈り取ってください。刈り入れの時が来ました。地上の穀物は実っています」と、大声で

叫んだ。「そこで、雲の上に座っておられる方（キリスト）が、地に鎌を投げると、地上

では刈り入れが行われた。」主イエスは、マタイ福音書 13 章 30 節で、「刈り入れまで、

両方（麦と毒麦）とも育つままにしておきなさい。刈り入れの時、『まず毒麦を集め、焼

くために束にし、麦の方は集めて倉に入れなさい』と、刈り取る者に言いつけよう」と語

っているように、終末時の裁きを穀物やぶどうの刈り入れで譬えている。 

また、別の天使が天にある神殿から、手に鋭い鎌を持って、出て来た。すると、祭壇の

所から、火を司る権威を持つ別の天使が出て来て、鋭い鎌を持つ天使に大声で、「その鋭

い鎌を入れて、地上のぶどうの房を取り入れよ。ぶどうの実は既に熟している」と言った。

「そこで、その天使は、地に鎌を投げ入れて地上のぶどうを取り入れ、これを神の怒りの

大きな搾り桶に投げ入れた。」神の怒りの盃、神の怒りのぶどう酒（黙示録 14：10）とあ

ったように、神の裁きの象徴である「神の怒りの大きな搾り桶」の中に「地上のぶどう」

は、投げ込まれた。「搾り桶」は都の外にあり、そこでぶどうは踏まれた。救われる者が

入る都がエルサレムであるが、「都の外」とは、救いが及ばない領域を意味している。都

の外の「搾り桶」に投げ込まれ、踏まれたぶどうからは果汁ではなく、血が流れ出た。血

は敵対者たちの死を象徴している。その血の量、裁かれた人々は膨大であった。流れた血

は千六百スタディオン（300 ㎞）に広がったという。千六百は全世界を表わす「四」という

数字を 400 倍した象徴的数字である。キリスト者たちは神に守られ、迫害した者たちは神

からの手厳しい裁きを受けると告げている。 


